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【平成 26年度 SHSR世話人会】 

 

日時：2014年 11月 29日 午前 8時 30分から 9時 50分 

場所：大手町サンケイプラザ 304号室  

世話人（出席者）： 

板見 智、伊藤 雅章、岸本治郎、坪井良治、成澤 寛、松崎 貴、真鍋 求 

 

議題 

1.事務局報告 

①会員数 

  入会者 退会者 会員数 

2004 年 13 1 87 

2005 年 13 1 99 

2006 年 8 1 106 

2007 年 7 7 106 

2008 年 3 4 105 

2009 年 2 7 100 

2010 年 6 3 103 

2011 年 3 0 106 

2012 年 6 3 109 

2013 年 8 0 117 

2014 年 7 6 118 

 メールアドレスの登録を促進する。 

新会員 7名 (2013.0506-2014.1121) 

中島 武之 大阪府立急性期・総合医療センター 

菅原 弘二 大阪市立大学大学院 

荒川 幸保 京都府立医科大学 

 宮田 光義 株式会社サラヴィオ化粧品 

渡辺絵美子 川崎市立川崎病院 

 大山 文悟 久留米大学 

 夏秋洋平 久留米大学 
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②2014年度収支報告 

<2013.05.06-2014.11.21> 

  収入 支出 

項目 金額 項目 金額 

繰越金（銀行） 1,464,703 渡航支援 100,000 

繰越金（会費） 4,177,800 Japan Night 482,980 

繰越金（現金） 15,003 郵送 9,440 

今年度会費 475,000 振込手数料 1,902 

今年度会費（現金） 5,000 当番校補助 500,000 

バナー広告 316,500 事務・HP 作成費 50,000 

Japan Night 500,000 次期繰越（通帳） 1,138,379 

利息 378 次期繰越（会費） 4,652,800 

    次期繰越（現金） 18,883 

        

 合計 6,954,384  合計 6,954,384 

 

会費未納率 

  会員数 未納者数 未納率 

2004 年 87 6 7% 

2005 年 99 11 11% 

2006 年 106 18 17% 

2007 年 106 20 19% 

2008 年 105 22 21% 

2009 年 100 23 23% 

2010 年 103 27 26% 

2011 年 106 41 39% 

2012 年 109 48 44% 

2013 年 117 41 35% 

会費の未納者が多い。 

 学会のホームページ内にバナー広告を掲載している。 

③8th WCHR（7th World Congress for Hair Research, Cheju, Korea）  

 2014年 5月 14～17日まで盛大に行われた。 
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2.審議事項 

1)9th World Congress  

Title:  9th World Congress for Hair Research (2015 WCHR) 

Dates: November 18-21, 2015 

Venue: InterContinental Hotel Miami, Florida 

Host/Organizer: North American Hair Research Society 

Congress Co-Chair: Wilma F. Bergfeld, MD, Cleveland Clinic Foundation 

Congress Co-Chair: Angela Christiano, PhD, Columbia University 

Congress Associate Chair & Secretary-Treasurer: Maria K. Hordinsky, MD, University of 

Minnesota 

① Travel Grant 

・若手研究者への補助は 1 人あたり 10 万円にする。申請は会員に限る。○月末（抄録締め切り後）

までに事務局に申請（抄録、履歴書、所属長の推薦状）。審査は世話人会メールで。大学院生な

ど若手で収入の少ない研究者を優先する。 

②Japan Night（SHSR総会  SHSR主催） 

2015年 11月 19日夜（会場は別に設定。2-3千円の懇親会費を徴収） 

国内での第 23回 SHSR年会は行わない 

 

2)若手の実行委員の選出、役員人事 

①新規世話人 下記の方々にお願いすることになった 

天羽康之、伊藤泰介、乾 重樹、植木理恵、大山 学、齊藤典充、下村裕 

② 今後の世話人候補  以下の方々に打診する。 

鶴田大輔（大阪市大）、藤原浩伸（理化研）、佐藤明男、王寺幸輝（奈良県医大 病原体・感染防御）、

辻孝、豊島公栄（理化研） 

3)第 24回毛髪科学研究会 会長選出（2016年） 

 中村元信（産業医大）（北九州市、2016年秋） 

4)SHSR主催国際毛髪会議 

2017 年 10月 31日（火）～11月 3日（金）京都国際会館 アネックス 

準備体制 

名誉会長 小川秀興 

 会長 坪井良治 SHSR 

 会長 板見 智 JSCHR（未確定） 

 事務局長 乾重樹（未確定） 

 プログラム委員：今後決定予定（以下の委員を含む） 

 天羽康之、大山学、中村元信、下村裕、西村栄美、伊藤泰介、齊藤典充、豊島公栄、 

山﨑正視、植木理恵、岸本治郎、松崎 貴、原田和俊、佐藤明男、倉田荘太郎 

さらに役員の追加が必要 

 運営会社 コングレ 
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5)ガイドラインの改訂 

日皮会事務局を通して理事長宛にガイドラインの改訂の申し出を行う。 

円形脱毛症 2016 

坪井良治 原田和俊 板見智 乾重樹 斉藤典充  真鍋求 成澤寛 秋山真志  

植木理恵 伊藤泰介 中村元信 幸野健 天羽康之、大山学、下村裕 

委員の追加 

男性型脱毛症 2016 

真鍋求 坪井良治  板見智  乾重樹  植木理恵 倉田荘太郎  幸野健  

齊藤典充 山﨑正視 佐藤明男 天羽康之、大山学、下村裕 

委員の追加 

「化学療法後の脱毛」についてはガイドライン形式にするのは難しいのでセミナリウムや指針な

どで対応する 

斎藤典充、乾重樹、真田弘美研究室（峰松 健夫ほか）依頼する。 

 

6) 患者の会の支援 

・円形脱毛症を考える会/ JAAK   

・ 講師派遣の支援 講師の講演料と交通費に限る 

 日皮東京支部からの支援を主体にする。東京近辺以外での開催や、演者が皮膚科医以外の場合

は SHSRからの支援で対応する 

ウイッグ費用を健康保険でカバーするか医療費として認めてもらうためのデータ作りや申請  

乾重樹、植木理恵、真田弘美研究室（峰松 健夫ほか）依頼する。 

7) その他 

毛幹・毛髪物性に関する研究者の SHSRへの参加を勧誘する 

2017年国際毛髪会議の発表者・参加者増に向けて岸本世話人が各企業担当者に声掛 

けする。 


